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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属のストリップを冷却する方法であって、
　側方縁部を有する金属のストリップを、前記金属のストリップから離間したカバープレ
ートの下で金属のストリップ前進方向に略水平に連続的に前進させるステップと、
　前記金属のストリップの板幅全体にわたって下方から前記金属のストリップの下面上に
冷却液を供給するステップと、
　前記側方縁部のうちの少なくとも１つに近接する前記金属のストリップの前記上面の真
上に、前記上面の少なくとも一部分と前記カバープレートの少なくとも一部分とによって
形成されたガス案内チャネルを形成するステップと、
　前記上面から離れて冷却液を偏向させるために、前記金属のストリップと略平行な方向
であり且つ前記金属のストリップの中心から略離間して前記少なくとも１つの側方縁部に
向かう方向に前記ガス案内チャネルを通してガスを圧送するステップと、を備える方法。
【請求項２】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップの側方に、前記金属のストリップの前記
少なくとも１つの側方縁部まで延在するように配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップの側方に、前記金属のストリップの前記
少なくとも１つの側方縁部を越えて延在するように配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記冷却液は、前記金属のストリップの下方で横断的に延在し且つ前記金属のストリッ
プの前記少なくとも１つの側方縁部を越えて側方に延在する少なくとも１つのマニホール
ドから上向きに供給される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方縁部を越えて外向きに延在する前記
少なくとも１つのマニホールドの端部から供給される前記冷却液の少なくとも一部は、前
記金属のストリップに平行に設けられた少なくとも１つの静止シャッタにより下向きに偏
向される、請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　前記少なくとも１つの静止シャッタは、前記金属のストリップが前記少なくとも１つの
静止シャッタに対して前進されるときの前記金属のストリップの板厚の変動に適応するの
に十分に広い間隙を提供するために、前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方
縁部から側方間隔をもって配置される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ガスは、前記ガス案内チャネルの端部において前記金属のストリップの内側に配置
された少なくとも１つの長尺空気ナイフから加圧された前記ガスを供給することにより、
前記ガス案内チャネルを通して圧送される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記空気ナイフは、加圧された前記ガスが前記上面に対して３０度乃至４５度の角度で
供給されるように、角度を付けられている、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ガスは、３４５乃至１０３４キロパスカルの初期圧力で前記ガス案内チャネルを通
して圧送される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ガスは、１８．９乃至２３．６リットル／秒の流速で前記ガス案内チャネルを通し
て圧送される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ガス案内チャネルは、前記金属のストリップ前進方向に長尺状であり、上流側側部
及び下流側側部を有し、前記ガスは、前記上流側側部と前記下流側側部との間の前記ガス
案内チャネルの中央においては前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方縁部に
対して略直角に案内されるものの、前記ガス案内チャネルの前記上流側側部及び前記下流
側側部では前記金属のストリップの前記側方縁部に対してそれぞれわずかに上流向きの角
度及び下流向きの角度で案内される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ガス案内チャネルは、前記金属のストリップの前記側方縁部の両方の上方に形成さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記金属のストリップの前記下面から前記冷却液を除去するステップをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　側方縁部を有する長尺の金属のストリップが金属のストリップ前進方向に略水平に前進
されるときに前記金属のストリップを冷却するための装置であって、
　前記前進する金属のストリップの下面上に前記金属のストリップの前記側方縁部の間の
前記金属のストリップの板幅全体にわたって冷却液を上向きに案内するための冷却剤供給
設備と、
　前記金属のストリップの上面の上方に配置されるともに該記上面から上向きに離間した
カバープレートであって、前記カバープレートと前記前進する金属のストリップの前記上
面とが、少なくとも１つの側方縁部に近接する前記前進する金属のストリップの前記上面
の真上にガス案内チャネルを形成するカバープレートと、
　前記金属のストリップと略平行であり且つほぼ前記少なくとも１つの側方縁部に向かっ
て前記ガス案内チャネルを通してガスを供給するために前記ガス案内チャネルの内側端部
に配置されたガス供給装置と、を備える、装置。
【請求項１５】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップの側方に、少なくとも前記金属のストリ
ップの前記少なくとも１つの側方縁部まで延在する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップの側方に、前記金属のストリップの前記
少なくとも１つの側方縁部を越えて延在する、請求項１４に記載の装置。
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【請求項１７】
　前記冷却剤供給設備は、前記冷却液を供給するために配置された少なくとも１つの開口
部を備えるとともに前記金属のストリップを横切るように向けられた少なくとも１つの冷
却液マニホールドを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記冷却剤供給設備は、それぞれが前記冷却液を供給するために配置された少なくとも
１つの開口部を備えるとともに前記金属のストリップを横切るように向けられた２つ以上
の冷却液マニホールドを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップ前進方向において前記２つ以上の冷却液
マニホールドの全ての上方で延在する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記カバープレートは、前記金属のストリップ前進方向において前記２つ以上の冷却液
マニホールドのうちの全てではなく一部の上方で延在する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記冷却剤供給設備は、前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方縁部を越え
て上向きに冷却液を供給する、請求項１４に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの側方縁部を越えて供給された前記液体冷却剤の一部を下向きに偏
向させるために配置された前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方縁部におけ
るシャッタを備え、前記シャッタは、前記金属のストリップが前進するときの前記金属の
ストリップの板幅の変動に適応するための間隙を形成するために、前記少なくとも１つの
側方縁部から距離をおいて配置されている、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ガス供給装置は、少なくとも１つの空気ナイフである、請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの空気ナイフは、前記金属のストリップの前記上面に対して３０度
乃至４５度の角度で前記ガスを供給するように向けられている、請求項２３に記載の装置
。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの空気ナイフは、前記ガスが通過する単一の長尺スロットを有する
、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの空気ナイフは、方向調節可能なノズルを備えた複数のガス流出口
を有する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの空気ナイフは、中央領域と上流側領域と下流側領域とを有し、前
記中央領域は、前記金属のストリップの前記少なくとも１つの側方縁部に対して略直角に
前記ガスを案内するように向けられ、前記上流側領域は、上流向きの角度で前記少なくと
も１つの側方縁部に向かって前記ガスを案内するように向けられ、前記下流側領域は、下
流向きの角度で前記少なくとも１つの側方縁部に向かって前記ガスを案内するように向け
られた、請求項２３に記載の装置。
【請求項２８】
　前記カバープレートは、前記前進する金属のストリップの上方に配置された支持フレー
ムから懸下されている、請求項１４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記カバープレートは、前記カバープレートが前記支持フレームに対して上昇又は下降
されることを可能にする枢動支持体を備える、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記カバープレートは、１．３ｃｍ乃至３．８ｃｍの距離だけ前記金属のストリップか
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ら上向きに離間される、請求項１４に記載の装置。
【請求項３１】
　前記カバープレートは、２．５ｃｍ±１０％の距離だけ前記金属のストリップから上向
きに離間される、請求項１４に記載の装置。
【請求項３２】
　側方縁部を有する金属のストリップを冷間圧延するための装置であって、
　前記金属のストリップの板厚を小さくするための少なくとも１つの圧延スタンドと、前
記少なくとも１つの圧延スタンドのすぐ下流側で前記金属のストリップを冷却するための
装置と、を備え、
　前記金属のストリップを冷却するための前記装置は、請求項１４に記載の装置を備える
、装置。
【請求項３３】
　前記金属のストリップの前記下面から前記冷却液を除去するための除去装置をさらに備
える、請求項１４に記載の装置。
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